
【報告4】

   ごみステーションの管理を委託した場合の費用について

コロナ禍の感染症対策でごみステーションの管理を業者に委託した時の単価
1日あたり61,600円
年間稼働日数234日（土日祝日を除いた日数）で算定

61,600円 × 234日 ＝ 14,414,400円 Ａ
1,055箇所 合志市のごみステーションの数（令和7年3月31日現在）
13,663円 ごみステーション1箇所当たりの単価

環境美化委員報償費 年間30,000円/人
158人

30,000円 × 158人 ＝ 4,627,500円 Ｂ（令和6年度実績）
9,786,900円 （Ａ-Ｂ）
 
 上記はあくまで机上の計算によるものです。実際に受託可能な事業者が存在するかはまた
別の話です。
 ただし、これに関しては費用の問題と言うよりは、前回の会議でもお話ししたとおり「ご
みステーション」の清掃管理は法律上（廃棄物の処理及び清掃に関する法律等）からも慣例
からも、それを使用する地域住民が行うべきものであると考えています。他の地域行事等も
そうですが、本来地域住民の協力のもと成り立つべき業務を全額税金を投入して事業者に行
わせることについては、相当の根拠がないと難しいと考えます。
※廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第六条の二の４ 土地又は建物の占有者は、その土地又は建物内の一般廃棄物のうち、生活
環境の保全上支障のない方法で容易に処分することができる一般廃棄物については、なるべ
く自ら処分するように努めるとともに、自ら処分しない一般廃棄物については、その一般廃
棄物処理計画に従い当該一般廃棄物を適正に分別し、保管する等市町村が行う一般廃棄物の
収集、運搬及び処分に協力しなければならない。


